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平成28年（2016年）2月１日現在
前月比

人口 …… 86,123人 （＋2人）
男  …… 44,739人 （＋7人）
女  …… 41,384人 （－5人）
世帯 …… 38,072世帯 （＋50世帯）

ポイ捨ては　いけないことだ　気をつけよう

12町会・自治会に加入しましょう …………

「日本一ゴミの少ないまち、やしおを目指して」啓発標語

市の人口と世帯数 今月の主な内容

おしらせHOTコーナー
案内・催し・募集 6 ～ 9 ………………第5次八潮市総合計画を策定④／

やしお市民大学・大学院学生募集 3 ………

市役所の組織の一部が変わります／
八潮市優良技術者・技能者表彰 2 ……

平成26年度決算による連結財務書類を作成 4 …

4月各種無料相談／８４０伝言板 ……… 11

人事行政の運営等の状況 ………………… 5

　市民の皆さんの安全・安心な暮らしを守るため、八潮
市と草加市の消防業務を共同で行うことになります。消
防の広域化によるメリットや各種届け出の窓口について
お知らせします。

　

市
で
は
震
度
５
弱
を
記
録
し
、

塀
や
建
物
が
一
部
損
壊
す
る
被
害

が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
鉄
道
の
運
行
停
止
に
よ

り
帰
宅
困
難
者
が
発
生
す
る
な
ど

の
混
乱
が
生
じ
ま
し
た
。

　

な
お
、
皆
さ
ん
か
ら
届
け
ら
れ

た
災
害
救
助
用
物
資
は
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
な
ど
が
仕
分
け
を
行
い
被

災
地
へ
搬
送
さ
れ
ま
し
た
（
写
真

左
）。

備え1
家
具
の
転
倒
防
止

対
策

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
の
け

が
の
原
因（
内
部
被
害
）の
約
50

パ
ー
セ
ン
ト
は
、
家
具
な
ど
の

転
倒
落
下
に
よ
る
も
の
で
し
た
。

⬅ 

　

タ
ン
ス
、冷
蔵
庫
、テ
レ
ビ
な

ど
の
家
具
を
固
定
し
ま
し
ょ
う
。

備え2
家
族
で
非
常
時
の
連
絡

方
法
を
決
め
て
お
く

　

東
日
本
大
震
災
で
は
、
固
定

電
話
や
携
帯
電
話
が
、
つ
な
が

り
に
く
い
状
態
が
続
き
ま
し
た
。

⬅ 

　

家
族
な
ど
の
安
否
確
認
に
は
、

災
害
用
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
（
☎
1

7
1
）、
災
害
用
伝
言
板
、
災

害
用
伝
言
板
ｗ
ｅ
ｂ
1
7
1

（https://w
w
w
.w
eb171.

jp/

）
が
有
効
で
す
の
で
、
利

用
し
ま
し
ょ
う
。

備え3
水
・
食
料
の
備
蓄

　

東
日
本
大
震
災
で
は
、
交
通

事
情
の
混
乱
に
よ
り
物
流
が
一

時
的
に
停
止
し
、
水
・
食
料
品

な
ど
が
不
足
し
ま
し
た
。

⬅ 

　

水
は
1
人
1
日
3
リ
ッ
ト
ル
、

最
低
3
日
分
、
で
き
れ
ば
7
日

分
、
食
料
も
7
日
分
以
上
を
備

蓄
し
ま
し
ょ
う
。

　

普
段
か
ら
食
べ
慣
れ
た
食
料

を
用
意
し
て
、
定
期
的
に
古
い

も
の
か
ら
食
べ
、
食
べ
た
分
を

買
い
足
す
方
法
（
ロ
ー
リ
ン
グ

ス
ト
ッ
ク
法
）
も
あ
り
ま
す
の

で
、
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

備え4
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
活
動
へ
の
参
加

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
家
の

下
敷
き
に
な
っ
た
方
の
多
く
を

助
け
た
の
は
、
家
族
や
近
所
の

方
で
し
た
。

⬅ 

　

災
害
時
に
は
、
助
け
合
う
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
重
要
で
す
。
町

会
・
自
治
会
に
加
入
し
、
地
域

防
災
力
を
向
上
さ
せ
ま
し
ょ
う

（
12
面
に
関
連
記
事
あ
り
）。

　

東
日
本
大
震
災
の
発
生
か
ら
3
月
11
日
で
5
年
に
な
り
ま
す
。

　

今
後
、
東
京
湾
北
部
を
震
源
と
す
る
首
都
直
下
地
震
の
発
生
が
懸
念
さ
れ
、
市
で

は
震
度
6
強
が
想
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
過
去
の
震
災
の
経
験
を
教
訓
と
し
て
、
日
ご

ろ
か
ら
の
備
え
を
万
全
に
し
ま
し
ょ
う
。

東
日
本
大
震
災
の
災
害

発
生
状
況

大
地
震
の
教
訓
を
生
か
し
ま
し
ょ
う

〜
東
日
本
大
震
災
か
ら
５
年
〜

物
交
通
防
災
課
☎
奮
３
０
５

物消防本部総務課☎996 ｰ 0119

自
身
で
で
き
る

つ
の
備
え

自自
身身身4

　消防の広域化は、消防組織法の一
部改正により、消防力の強化による
住民サービスの向上や行財政運営の
効率化とその基盤強化を図るための
ものです。
　消防の広域化によるメリットは、
次のとおりです。
■災害出動体制が強化
　災害活動現場で、初期の段階から

多くの消防力を投入できます。
■災害現場などで活動する隊員の増
強が可能
　総務や予防など事務部門の統合に
より効率化され、災害現場で活動す
る隊員を増強できます。
■高度な資機材の整備と専門業務に
対応する職員の育成
　大規模災害時における人命救助な
どに、効果的に対応できる資機材を
整備できます。

　また、火災予防や救急救命などの
専門的な知識と技術をもつ人材をよ
り多く育成できます。
■緊急車両の到着時間の短縮
　管轄区域の見直しにより、現場に
一番近い緊急車両を出場させるなど、
多くの部隊を効率的に運用できます。

●各種届け出の窓口
・火災と紛らわしい煙が出る行為の
届け出

・少量危険物貯蔵取り扱い
・火災に係る罹

り

災
さい

証明
・救急搬送証明申請交付
・消防訓練のほか、署見学や各種救
命講習の受付など

物八潮消防署☎996‒0119
●その他の窓口
・危険物貯蔵取り扱いの許認可
・防火管理などに関すること
・開発行為の協議など
物草加八潮消防局☎924‒0119
※消防車や救急車を呼ぶ際は、八潮
市と草加市には同じ町名があるので、
住所は［八潮市］から伝えてください。

消防の広域化によるメリット

皆 安全 安心 暮 守 潮

「草加八潮消防局」「草加八潮消防局」がスタートしますがスタートします
4月1日から

各種届け出の窓口
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市
内
の
産
業
に
お
け
る
技
術
者
・
技
能
者
の
発
掘
と
そ
の
技
術
・
技

能
の
継
承
、
後
継
者
の
育
成
を
図
る
た
め
、
市
で
は
、
平
成
15
年
度
か

ら
優
良
技
術
者
・
技
能
者
を
表
彰
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
27
年
度
は
、
内
原
勲
さ
ん
（
株
式
会
社
内
原
製
作
所
）、
高
山

成
一
郎
さ
ん
（
株
式
会
社
寿
技
研
）
の
お
二
人
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
28
年
４
月
１
日
か
ら
10
年

間
を
計
画
期
間
と
す
る
第
５
次
八

潮
市
総
合
計
画
が
始
ま
り
ま
す
。

　

こ
の
計
画
で
は
、「
共
生
・
協
働
」

「
安
全
・
安
心
」
を
基
本
理
念
に

位
置
付
け
、
将
来
都
市
像
で
あ
る

「
住
み
や
す
さ
ナ
ン
バ
ー
１
の
ま

ち

八
潮
」
の
実
現
に
向
け
、
市

民
、
議
会
、
行
政
が
一
体
と
な
り

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

今
回
の
組
織
改
正
は
、
第
５
次

八
潮
市
総
合
計
画
を
効
率
的
か
つ

効
果
的
に
推
進
す
る
と
と
も
に
、

限
ら
れ
た
経
営
資
源
を
有
効
に
活

用
し
、
質
の
高
い
行
政
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
で
き
る
よ
う
、
組
織
体
制

を
整
備
し
た
も
の
で
す
。

　

こ
の
改
正
に
よ
り
、
ま
ち
づ
く

り
企
画
部
と
税
財
政
部
を
再
編
成

し
、
企
画
財
政
部
と
総
務
部
と
す

る
と
と
も
に
、
く
ら
し
安
全
部
を

生
活
安
全
部
と
し
、
現
在
の
市
長

部
局
「
８
部
30
課
体
制
」
を
「
８

部
33
課
体
制
」
と
し
ま
す
。

組
織
改
正
の
ポ
イ
ン
ト

第
５
次
八
潮
市
総
合
計
画
を

推
進
す
る
組
織

　

第
５
次
八
潮
市
総
合
計
画
を
推

進
し
、
将
来
都
市
像
の
実
現
や
将

来
目
標
人
口
の
達
成
を
目
指
す
た

め
、
重
要
施
策
を
強
力
に
遂
行
す

る
組
織
と
し
ま
す
。

危
機
事
象
に
備
え
た
組
織

災
害
な
ど
の
危
機
事
象
か
ら
市

民
の
生
命
、
身
体
財
産
を
守
る
た

め
、
迅
速
か
つ
適
切
に
対
応
し
、

被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る
た
め
、

自
助
・
共
助
・
公
助
の
も
と
防
災

・
減
災
対
策
を
推
進
す
る
組
織
と

し
ま
す
。

八
潮
市
の
魅
力
を
発
信
す
る

組
織

　

八
潮
市
の
魅
力
を
発
掘
・
創
出

し
、
そ
の
魅
力
を
的
確
に
継
続
し

て
市
内
外
に
発
信
す
る
組
織
と
し

ま
す
。

公
園
整
備
を
推
進
す
る
組
織

　

公
園
を
安
全
に
安
心
し
て
快
適

に
利
用
で
き
る
よ
う
、
計
画
的
、

効
率
的
に
維
持
管
理
・
修
繕
を
行

う
と
と
も
に
、
防
災
機
能
を
有
し

た
公
園
を
整
備
す
る
た
め
の
組
織

と
し
ま
す
。

ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を

推
進
す
る
組
織

　

適
切
な
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

と
持
続
可
能
な
財
政
運
営
と
を
両

立
す
る
た
め
、
全
庁
横
断
的
・
計

画
的
に
施
設
の
補
修
、
更
新
を
行

う
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
推

進
す
る
組
織
と
し
ま
す
。

組
織
改
正
と
主
な
仕
事

秘
書
広
報
課

○
市
長
、
副
市
長
の
秘
書

○
広
報
紙
の
発
行

○
シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
の
推
進

○
市
民
広
聴
に
関
す
る
こ
と

ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
推
進
課

○
公
共
施
設
の
総
合
的
な
維
持
管

理
保
育
課

○
保
育
所
・
学
童
保
育
所
の
管
理

・
運
営

危
機
管
理
防
災
課

○
防
災
計
画
の
企
画
・
推
進

○
地
域
防
災
力
の
推
進

○
草
加
八
潮
消
防
組
合
と
の
連
絡

調
整

交
通
防
犯
課

○
交
通
安
全
に
関
す
る
企
画
立
案
、

教
育

○
バ
ス
、
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス

の
整
備
促
進

○
防
犯
対
策

都
市
農
業
課

○
経
営
体
へ
の
支
援

○
農
業
の
担
い
手
の
育
成

○
地
産
地
消
の
推
進

営
繕
・
市
営
住
宅
課

○
市
有
建
築
物
の
維
持
・
修
繕
に

係
る
設
計
、
積
算
、
工
事
監
理

○
市
営
住
宅
の
管
理

都
市
計
画
課

○
都
市
計
画
の
調
査
、
決
定
、
変

更
○
景
観
ま
ち
づ
く
り
、
空
家
等
対

策
の
調
査
、
研
究
、
推
進

○
北
部
拠
点
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

公
園
み
ど
り
課

○
公
園
、
緑
地
、
遊
歩
道
な
ど
の

調
査
・
計
画
、
整
備
、
維
持
管

理
区
画
整
理
課

○
土
地
区
画
整
理
事
業
の
整
備
促

進
、
調
整

経
営
課

○
水
道
事
業
経
営
管
理

○
水
道
料
金
の
調
定
・
徴
収

　

内
原
さ
ん
は
、
建
築
金
物
な
ど

の
製
造
に
従
事
し
、
金
属
プ
レ
ス

加
工
の
技
術
が
優
れ
て
い
る
点
や

新
規
学
卒
者
の
積
極
的
採
用
な
ど
、

後
進
の
育
成
に
力
を
注
い
で
い
る

こ
と
な
ど
が
評
価
さ
れ
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。

高
山
さ
ん
は
、
Ｒ
Ｃ
タ
イ
ヤ
や

腹ふ
く

腔く
う

鏡
手
術
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
用

品
の
製
造
に
従
事
し
、
企
画
・
設

計
か
ら
製
造
ま
で
の
全
工
程
を
１

人
で
行
う
こ
と
が
で
き
る
技
能
を

有
し
て
い
る
こ
と
な
ど
が
評
価
さ

れ
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

「おかげさまで、40年以上
八潮市で仕事を続けていま
す。企業体質の強化に努め、
より一層技術を磨き、良質
な製品を製造していきま
す」

「人とのつながりを大切に
して、仕事に対して、誠実
に向き合っています。今後
もより良い製品の開発に努
めて、社会に貢献していき
たいです」

市
役
所
の
組
織
の

市
役
所
の
組
織
の

一
部
が
変
わ
り
ま
す

一
部
が
変
わ
り
ま
す

物
企
画
経
営
課
☎
奮
２
２
７

平
成
28
年
４
月
１
日
か
ら
、
市
の
行
政
組
織
を
改
正
し
ま
す
。

企画財政部

企画経営課
秘書広報課
人権・男女共同参画課
財政課
アセットマネジメント推進課

総務部

総務人事課
市民税課
資産税課
納税課

ふれあい福祉部

社会福祉課
長寿介護課
子育て支援課
保育課
障がい福祉課

健康スポーツ部
国保年金課
健康増進課
スポーツ振興課

生活安全部

環境リサイクル課
危機管理防災課
交通防犯課
市民課

市民活力推進部
市民協働推進課
商工観光課
都市農業課

建設部
道路治水課
下水道課
営繕・市営住宅課

都市デザイン部

都市計画課
公園みどり課
開発建築課
区画整理課

工事検査課
会計課

水道部 経営課
施設課

議会事務局 議事調査課
監査委員事務局
公平委員会
選挙管理委員会
農業委員会
固定資産評価審査委員会

教育総務部
教育総務課
社会教育課
文化財保護課

学校教育部
学務課
指導課
小中一貫教育推進室

※■部分は改正のあった組織

平成28年度八潮市行政組織平成28年度八潮市行政組織

内
うち

原
はら

勲
いさお
さ
ん

（㈱内原製作所）

高
たか

山
やま

成
せい

一
いち

郎
ろう
さ
ん

（㈱寿技研）

八
潮
市
優
良
技
術
者

・
技
能
者
表
彰

物
商
工
観
光
課
☎
奮
２
０
２

受賞者から一言

受賞者から一言
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第
5
次八潮市総合計画八潮市総合計画八潮市総合計画八潮市総合計画をを策策定定④④
広報やしお2月号に続き、計画の概要をお知らせします。
今回は、基本計画の6分野のうち都市基盤・環境と新公共経営における分野別将来目標と、その将来目標を実現す

るための各施策についてお知らせします。

八潮のまちについて学びたい方を募集します。

物企画経営課☎奮４７６

物社会教育課☎奮３６５、やしお市民大学運営事務局☎９５１－０５２１

10年後の八潮市では、道路、公園、上下水道等の都市基盤及び公共交
通の整備や、自然と調和した良好な環境と景観に配慮した街並みの形成
が進み、やすらぎと潤いを感じながら、市民が安全・快適に暮らしてい
ます。
また、市民が、主体的に美化活動や環境活動等に取り組み、地域の生

活環境を守るまちとなっています。

①自然と調和した都市空間づくり（土地利用）
②快適で住みやすい市街地づくり（市街地形成）
③快適で便利な道路・交通網づくり（道路・交通）
④水と緑ゆたかな都市景観づくり（景観、公園・緑地）
⑤安全な水を供給する体制づくり（上水道）
⑥治水と水循環によるまちづくり
（治水・下水道）
⑦安全で良質な住環境づくり
（住宅・住環境）
⑧環境にやさしいまちづくり
（環境保全）
⑨清潔できれいなまちづくり
（環境衛生）

【施策】

都市基盤・環境都市基盤・環境
～快適でやすらぎと潤いのあるまち～～快適でやすらぎと潤いのあるまち～第5章 第6章

10年後の八潮市では、まちづくりの主役である市民と行政とが情報を
共有し、協働することにより、まちづくりが進められています。また、
市内の企業・団体と力を合わせるとともに、近隣の自治体等とも連携を
図り、自主的、自律的な運営が行われています。
行政が経営資源を最大限に活かし、民間企業の経営手法等も積極的に
取り入れながら、健全な行財政運営を行っています。

※1…民間企業の経営理念、方式、
成功事例などを行政に適用し、効率
化・活性化を図る手法のこと
※2…本市が所有または使用する公
共資産（アセット）に対して最も費
用対効果が高く効率的で適切な管理
（マネジメント）を推進すること

新公共経営新公共経営
～協働で経営する自主・自律のまち～～協働で経営する自主・自律のまち～

①市民との協働によるまちづくり（協働・自治の推進）
②市民に開かれたまちづくり（情報共有）
③健全で計画的・効率的な行政の体制づくり（行財政運営）
④公共施設資産の管理体制づくり（アセットマネジメント※2）
⑤広域的な連携体制づくり（広域行政）

【施策】

【将来目標】 【将来目標】

やしお市民大学
第14期生

やしお市民大学大学院
第10期生

期 間

5月～平成30年 3 月（ 2年間） 5月～平成29年 3 月（ 1年間）

月 3回、主に土曜日・全60回
（ 1学年30回、 2学年30回）
午後 1時30分～ 4時30分（ホームルームを含む）

土曜日・全13回
午前 9時30分～11時30分

場 所 やしお生涯楽習館・八潮メセナなど

対 象 市内在住・在勤で、年間を通じて学習できる方
（中学生以下を除く） やしお市民大学を卒業した方

内 容

〈 1学年〉
総合計画・商工業観光・福祉・歴史・教育、健
康ストレッチ・暮らしの法律など
〈 2学年〉
八潮市の財政・環境・都市デザイン・水道事業、
地域とコミュニティ、学長講話、自主研究など
〈 1・ 2学年共通〉
学生企画公開講座、学外研修など

大学教授などによるゼミ 5回
自主研究 5回
合同懇談会 2回
研究発表会（公開） 1回

定 員 30人（申込順） 15人（申込順）

費 用
1学年につき 1万円 1万円

4月 1日から18日までに、振り込み（振込用紙はやしお市民大学運営事務局で配布）

申し込み
3月14日から 4月16日まで。申込書は、やしお市民大学運営事務局で配布。
申込書をやしお市民大学運営事務局（やしお生涯楽習館内、受付＝午前 9時30分～午後 4時30分、
火・日曜日および祝日を除く）へ

学生募集学生募集やしお市民大学 やしお市民大学大学院

やしお市民大学卒業生
から寄せられた感想

■入学して新しい価値観が生まれました。
■八潮市をより身近に感じ、八潮の行事に関心を
もつようになりました。

■八潮のまちづくりに、学んだことを役立ててい
きたいです。

■2年間同じ仲間と学び、なんでも話せる友達が
できました。

※1※1

学外研修

授業の様子



（4）No.784広報 平成28年（2016年）3月10日

腹日時・期間　複場所　覆対象　淵内容　弗持ち物　払定員　沸費用　仏申し込み　物問い合わせ

内
　
訳

①人にかかるコスト
（職員給料、議員報酬、平成26年度に増えた
退職金の金額など）

54億円

②物にかかるコスト
（消耗品費、臨時職員の人件費や委託料など） 116億6千万円

③移転支出的なコスト
 （社会保障給付、補助金など） 224億4千万円

④その他のコスト
（公債費の利子など） 16億9千万円

平成26年度決算による連結財務書類を作成平成26年度決算による連結財務書類を作成
市では、国の指針に基づき自治体の会計の透明性を高めるため、連結財務書類4表を作成

しました。 物財政課☎奮306

連結財務書類4表とは？
財務書類とは、民間企業の考え方を基に作成した市の決算書です。
財務書類にはいくつかの作成方法がありますが、市では「総務省

方式改訂モデル」に基づき作成しています。
財務書類は、右図のように「普通会計財務書類」「地方公共団体全

体の財務書類」「連結財務書類」の3つに分けられます。連結財務書
類では、市だけではなく出資法人などの関係団体も含まれます。
財務書類4表とは、1.行政コスト計算書、2.資金収支計算書、3.純資

産変動計算書および4.貸借対照表を指します。

○経常行政コストでは、社会保障給付など福祉のコストが約57.2パーセントを占める高い割合になっ
ています。
○市民1人当たりの資産は約219万円、負債は約86万円です。

経常収益（使用料、手数料など） 139億1千万円

1.行政コスト計算書 3.純資産変動計算書

4.貸借対照表

2.資金収支計算書

純経常行政コスト
(経常行政コスト－経常収益) 272億8千万円

8億8千万円

期首資金残高（平成25年度末の手持ち資金） 53億7千万円

当期収支（①+②+③）

当期変動高（平成26年度中の資産の増減）

期末資金残高（平成26年度末の手持ち資金）
（期首資金残高＋当期収支）

期末純資産残高（平成26年度末純資産額）
（期首純資産残高＋当期変動高）

62億5千万円

これらの表から
分かること

1,880億円

1,880億円

1,880億円

740億3千万円

1,139億7千万円

1,139億7千万円

内訳

①公共資産（道路、学校、公園など）
1,553億1千万円

②投資等（基金、出資金など）
137億3千万円

③流動資産
（手持ち資金62億5千万円、未収金
など）

189億6千万円

内訳
①固定負債（市債など）

655億2千万円
②流動負債（翌年度償還金など）

85億1千万円

普通会計
（一般会計など）

地方公営企業会計
（水道、下水道、介
護保険など7会計）

一部事務組合・
広域連合（1団体） 地方公社（1団体）

普通会計財務書類

地方公共団体全体の財務書類

連結財務書類

資　産

合　計

負　債

純資産

合　計

【連結対象】普通会計／公営事業会計（国民健康保険、公共下水道、介護サービ
ス、宅地造成、介護保険、後期高齢者医療、上水道）／一部事務組合（東埼玉
資源環境組合）／地方公社（八潮市土地開発公社）

行政コスト計算書は、平成26年度に八潮市と関係団体がサービスを
提供するために費やしたヒト・モノ・カネの状況を示しています。経常
収益には公営住宅の家賃などサービスの対価だけが計上され、税金は
計上されません。

資金収支計算書は、現金の流れを示しています。

※これまでの世代がすでに負担した金
額で次世代に引き継ぐ正味価値の総額

※現在、市が保有している財産 ※借入金など、将来世代が負担する金額

貸借対照表は、どれだけの資産や現金があるか、その資産がどのような財源
で構成されているのかを示しています。下の表は左に市の資産、右に負債と純
資産を示しています。

純資産変動計算書は、1年間に純資産がどのように増減したかを示しています。

①経常的収支 76億8千万円
②公共資産整備収支 △21億1千万円
③投資・財務的収支 △46億9千万円

①純経常行政コスト △272億8千万円
②一般財源等（市税、地方交付税など） 180億9千万円
③補助金等収入 116億6千万円
④臨時損益 △4千万円
⑤資産評価替・無償受入 △1億7千万円
⑥その他 △72億4千万円

＋

＋

－

＝
＝

＝

▶

△49億8千万円▶

経常行政コスト 411億9千万円
期首純資産残高（平成25年度末純資産額） 1,189億5千万円
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別表　部門別職員数の状況と主な増減理由 （各年4月1日現在）
職員数（人） 対前年

増減数
（人）

主な増減理由
平成26年 平成27年

一
般
行
政
部
門

議　会 6 6 0
総　務 120 122 2 業務増による増員
税　務 44 44 0
民　生 124 128 4 業務増による増員
衛　生 38 36 △2 業務の統廃合縮小
労　働 6 6 0
農林水産 5 5 0
商　工 5 6 1 業務増による増員
土　木 76 72 △4 業務の統廃合縮小
小　計 424（17） 425（23） 1

特
別
行
政
部
門

教　育 48 47 △1 改正地方教育
行政法の施行

消　防 94 96 2 業務増による増員
小　計 142（2） 143（5） 1

公
営
企
業
等
会
計
部
門

水　道 23 23 0
下水道 14 13 △1 業務の統廃合縮小
その他 37 36 △1 業務の統廃合縮小
小　計 74（1） 72（5） △2
合　計 640（20） 640（33） 0

※平成26年職員数は、教育長・休職者・派遣職員などを含み、特別職・臨
時および非常勤職員を除く
※平成27年職員数は、休職者・派遣職員などを含み、特別職・臨時およ
び非常勤職員を除く
※（　）内は、再任用短時間勤務職員で、それぞれの計に含まない

２
職
員
の
任
免
お
よ
び

職
員
数
に
関
す
る
状
況

⑴
職
員
の
採
用
の
状
況
（
平
成
26

年
度
）

　

一
般
事
務
28
人
（
13
人
）、
土

木
技
師
２
人
（
０
人
）、
精
神
保

健
福
祉
士
１
人
（
０
人
）、
保
育

士
３
人（
３
人
）、保
健
師
２
人（
２

人
）、
消
防
士
４
人
（
０
人
）

⑵
再
任
用
の
状
況（
平
成
26
年
度
）

短
時
間
勤
務
職
員
26
人（
10
人
）

⑶
職
位
別
任
用
状
況

　

平
成
27
年
３
月
末
現
在
、
課
長

補
佐
級
以
上
の
職
の
総
数
は
137
人
。

　

平
成
26
年
度
中
の
昇
任
者
数
は
、

部
長
級
３
人
（
０
人
）、
次
長
級

９
人
（
０
人
）、課
長
級
16
人
（
１

人
）、
課
長
補
佐
級
18
人
（
３
人
）、

計
46
人
（
４
人
）

※
（　

）
内
は
、
女
性
職
員
数

⑷
職
員
の
退
職
の
状
況
（
平
成
26

年
度
）

　

定
年
退
職
27
人
、
勧
奨
退
職
９

人
、自
己
都
合
退
職
９
人
、計
45
人

⑸
部
門
別
職
員
数
の
状
況
と
主
な

増
減
理
由

左
の
別
表
の
と
お
り

３
職
員
の
勤
務
時
間
そ
の
他
の

勤
務
条
件
の
状
況

⑴
勤
務
時
間
の
概
要

⑴
人
件
費
の
状
況

⑵
職
員
給
与
費
の
状
況

⑶
職
員
の
平
均
給
料
月
額
お
よ
び

平
均
年
齢
の
状
況

⑷
ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指
数

⑸
職
員
の
経
験
年
数
別
、
学
歴
別

平
均
給
料
月
額
の
状
況

⑹
職
員
の
初
任
給
の
状
況

⑺
職
員
手
当
の
状
況

⑻
一
般
行
政
職
の
級
別
職
員
数
の

状
況

⑼
特
別
職
の
報
酬
等
の
状
況

　

１
週
間
当
た
り
38
時
間
45
分
。

　

原
則
、
毎
週
月
〜
金
曜
日
、
午

前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

⑵
休
暇
制
度
の
種
類

　

年
次
有
給
休
暇
、
病
気
休
暇
な

ど⑶
各
休
暇
の
取
得
状
況
（
平
成
26

年
度
）

　

年
次
有
給
休
暇
の
平
均
取
得
日

数
は
8.7
日
。
育
児
休
業
は
12
人
、

部
分
休
業
は
２
人
が
取
得
し
、
い

ず
れ
も
女
性
職
員

⑷
時
間
外
勤
務
の
状
況
（
平
成
26

年
度
）

　

一
般
職
員
の
１
月
当
た
り
平
均

時
間
外
勤
務
時
間
は
、
約
14
時
間

（
休
日
勤
務
を
含
む
）

４
分
限
お
よ
び
懲
戒
処
分
の

状
況

　

平
成
26
年
度
の
分
限
処
分
を
受

け
た
職
員
は
延
べ
14
人
。
懲
戒
処

分
を
受
け
た
職
員
は
い
な
い

５
職
員
の
服
務
の
状
況

⑴
職
務
専
念
義
務
免
除
の
承
認
件

数
（
平
成
26
年
度
）

　

研
修
809
件
、
厚
生
事
業
694
件
、

そ
の
他
市
長
が
定
め
る
場
合
25
件

⑵
営
利
企
業
の
従
事
の
許
可

平
成
26
年
度
の
許
可
願
は
な
い

６
職
員
の
研
修
お
よ
び

勤
務
成
績
の
評
定
の
状
況

⑴
研
修
の
概
要
（
平
成
26
年
度
）

　

職
場
外
研
修
と
し
て
、
基
本
研

修
５
コ
ー
ス
、
管
理
・
監
督
者
研

修
１
コ
ー
ス
、
専
門
研
修
９
コ
ー

ス
、
派
遣
研
修
38
コ
ー
ス
に
参
加

し
、
延
べ
809
人
が
修
了

⑵
職
員
の
勤
務
成
績
の
評
定
方
法

　

公
務
能
率
の
増
進
を
図
る
た
め

実
施
。
毎
年
５
月
１
日
〜
10
月
31

日
を
評
定
期
間
と
し
、
11
月
１
日

が
評
定
日
。
所
属
長
が
評
定

７
職
員
の
福
祉
お
よ
び

利
益
の
保
護
の
状
況

⑴
福
利
厚
生
制
度

　

共
済
制
度
は
、
埼
玉
県
市
町
村

職
員
共
済
組
合
で
実
施
。
福
利
厚

生
事
業
は
、
市
が
外
部
委
託
。
そ

の
他
、
互
助
組
織
と
し
て
「
職
員

互
助
会
」
を
組
織

⑵
公
務
災
害
な
ど（
平
成
26
年
度
）

　

公
務
災
害
２
件
、
通
勤
災
害
１

件８
そ
の
他

　

平
成
26
年
度
の
「
勤
務
条
件
に

関
す
る
措
置
要
求
」
お
よ
び
「
不

利
益
処
分
に
関
す
る
不
服
申
し
立

て
」
は
な
い

１
職
員
の
給
与
の
状
況

平成26年度普通会計

歳出額
（Ａ） 30,088,478千円

人件費
（Ｂ） 5,166,148千円

人件費率
（Ｂ）／（Ａ） 17.1％

※人件費には、特別職に支給さ
れる給料、報酬などを含む

平成26年度普通会計

職員数
（A）

給与費 1人当たり
給与費

（Ｂ）／（Ａ）給　　料 職員
手当

期末勤
勉手当 計（Ｂ）

568人 2,124,405
千円

441,587
千円

792,784
千円

3,358,776
千円 5,913千円

※職員数は、平成27年4月1日現在の人数
※職員手当には、退職手当を含まない

（平成27年4月1日現在）

区　分
一般行政職

平均給料
月額

平均
年齢

八潮市 315,593円 40.5歳

埼玉県 335,158円 43.3歳

国 334,283円 43.5歳

（各年度とも4月1日現在）

区　分 平成
22年度

平成
23年度

平成
24年度

平成
25年度

平成
26年度

ラスパイレス
指数（※1） 99.2 101.6 111.5（※2）

（103.0）
110.5（※2）
（102.0） 102.3

※1　国家公務員の給料を100とした場合、八潮市の給料水準がどのくらいかを示す指
数

※2　東日本大震災の復興財源を捻出するため、国家公務員の給料は平成24年度から2
年間、平均7.8パーセント減額する特例措置を実施している。減額を実施した後の
低い額と比較をした結果の数値のため、大幅に上昇した数値となっている
 （　）は、上記の特例措置がなかった場合の額と比較した数値

（平成27年4月1日現在）

区　分 経験年数
7～9年

経験年数
10～14年

経験年数
15～19年

一般行政職
大学卒 236,589円 292,933円 335,000円

高校卒 ― ― 298,825円

技能労務職 ― ― ―

※「―」は、該当者なし

（平成27年4月1日現在）

区　分
一般行政職

八潮市 国

大学卒 183,300円 176,700円

高校卒 154,300円 144,600円

（平成27年4月1日現在）

区　分 期末手当・勤勉手当（平成26年度支給割合）

八潮市

期末手当 勤勉手当
6月期 1.225月分 0.675月分
12月期 1.375月分 0.825月分
計 2.6月分 1.5月分

職制上の段階、職務の
級等による加算措置 あり

国 本市に同じ

退職手当（平成26年度支給割合）
自己都合 勧奨・定年

勤続20年 21.6200月分 27.0250月分
勤続25年 31.0500月分 36.5700月分
勤続35年 43.7000月分 52.4400月分
最高限度額 52.4400月分 52.4400月分
その他の
加算措置

定年前早期退職特例措置
（2～45％加算）

本市に同じ

（平成27年4月1日現在）

区　　分 1級 2級 3級 4級 5級 6級 7級 8級 計
標準的な
職務内容

主事
技師

主事
技師 主任 係長 副課

長 課長 副部
長 部長 －

職員数（人） 47 79 64 79 28 32 13 12 354
構成比（％） 13.3 22.3 18.1 22.3 7.9 9.0 3.7 3.4 100

（参考）
構成比
（％）

1年前 10.3 19.7 18.2 26.8 8.8 8.8 4.0 3.4 100

5年前 6.3 9.9 31.1 28.7 8.3 8.8 3.9 3.0 100

（平成27年4月1日現在）

区　分 給料月額 区　分 報酬月額 期　末　手　当

市　長 704,000円 議　長 440,000円 平成26年度
支給割合

6月期　1.90月分
12月期　2.20月分

計　 4.1月分

副市長 675,000円 副議長 400,000円

教育長 665,000円 議　員 380,000円

※市長、副市長、教育長の給料月額は特例条例によりそれぞれ20パーセント、10パーセン
ト、5パーセントの減額をしており、減額後の金額

人
事
行
政
の
運
営
等
の
状
況

人
事
行
政
の
運
営
等
の
状
況

物
総
務
人
事
課
☎
奮
２
５
３

市
の
人
事
行
政
の
運
営
等
の
状
況
に
つ
い
て
公
表
し
ま
す
。
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腹日時・期間　複場所　覆対象　淵内容　弗持ち物　払定員　沸費用　仏申し込み　物問い合わせ

おしらせＨＯＴコーナー　案内おしらせＨＯＴコーナー　案内

お
し
ら
せ

お
し
ら
せ

Ｈ
Ｏ
Ｔ

Ｈ
Ｏ
Ｔ
コ
ー
ナ
ー

コ
ー
ナ
ー

市役所の電話
996-2111

FAX
995-7367

０１２０‒８４０‒２２５
防災行政無線で放送した
内容が聞き取れなかった
場合、再度聞き直せます
（定時放送を除く）。通話
料は無料です。

防災行政無線
テレホンサービス




























































案
内
案
内

八
潮
市
議
会
定
例
会
の
傍
聴

　

平
成
28
年
第
１
回
八
潮
市
議
会
定
例
会

を
２
月
29
日
㈪
か
ら
３
月
18
日
㈮
ま
で
開

会
し
て
い
ま
す
。

一
般
質
問
日　

３
月
14
日
㈪
・
16
日
㈬
・

17
日
㈭

※
一
般
質
問
と
は
、
議
員
が
市
の
仕
事
全

般
に
つ
い
て
、
執
行
機
関
か
ら
現
在
の
状

況
や
こ
れ
か
ら
の
考
え
を
聞
く
こ
と

払
各
日
42
人
（
当
日
先
着
順
）

物
議
事
調
査
課
☎
焚
２
７
７

会
議
の
開
催

●
八
潮
市
消
防
委
員
会
の
傍
聴

※
物
の
（　

）
内
に
書
か
れ
て
い
る
課
名

は
、
４
月
１
日
以
降
の
担
当
課
で
す
。
４

月
１
日
以
降
は
（　

）
内
の
担
当
課
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

腹
３
月
22
日
㈫　

午
後
１
時
30
分
〜

複
八
潮
市
消
防
本
部
会
議
室
Ｂ

淵
平
成
27
年
火
災
・
救
急
概
要
に
つ
い
て

払
５
人
（
当
日
先
着
順
）

物
消
防
本
部
総
務
課
☎
996･

０
１
１
９

●
八
潮
市
自
立
支
援
協
議
会
の
傍
聴

腹
３
月
22
日
㈫　

午
後
７
時
〜
８
時
30
分

複
八
潮
メ
セ
ナ
集
会
室

淵
八
潮
市
障
が
い
者
行
動
計
画
・
八
潮
市

障
が
い
福
祉
計
画
に
お
け
る
平
成
26
年
度

お
よ
び
平
成
27
年
度
実
績
に
つ
い
て
な
ど

払
５
人
（
当
日
先
着
順
）

物
障
が
い
福
祉
課
☎
焚
４
５
３

●
第
３
回
八
潮
市
社
会
教
育
審
議
会
の
傍

聴腹
３
月
23
日
㈬　

午
後
２
時
〜
４
時
（
受

付
＝
午
後
１
時
30
分
〜
２
時
）

複
教
育
委
員
会
会
議
室
（
市
役
所
別
館
）

淵
平
成
28
年
度
社
会
教
育
事
業
計
画
案
に

つ
い
て
な
ど

払
10
人
（
当
日
先
着
順
）

物
社
会
教
育
課
☎
焚
３
６
５

●
第
２
回
八
潮
市
地
域
福
祉
計
画
推
進
委

員
会
の
傍
聴

腹
３
月
25
日
㈮　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

複
八
潮
メ
セ
ナ
会
議
室
１
・
２

淵
八
潮
市
地
域
福
祉
計
画
平
成
27
年
度
事

業
評
価
な
ど

払
５
人
（
当
日
先
着
順
）

物
社
会
福
祉
課
☎
焚
３
１
６

文
化
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
の

臨
時
休
館

　

や
し
お
ふ
れ
あ
い
親
子
健
康
マ
ラ
ソ
ン

大
会
開
催
の
た
め
、
休
館
し
ま
す
。

腹
３
月
21
日
㈪

物
文
化
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
☎
996･

５
１

２
６公

益
信
託
高た

か

橋は
し

保や
す

蔵ぞ
う

八
潮
市

交
通
遺
児
奨
学
基
金

覆
次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
方
▼
市
内
に

居
住
す
る
方
の
子
ど
も
で
両
親
ま
た
は
父

母
の
一
方
が
交
通
事
故
を
起
因
と
し
て
死

亡
し
、
残
さ
れ
た
遺
児
▼
学
校
（
幼
稚
園

を
除
く
）
ま
た
は
専
修
学
校
の
高
等
課
程
、

若
し
く
は
専
門
課
程
に
在
学
す
る
方

奨
学
金　

月
額
７
０
０
０
円
〜
３
万
円
※

返
還
義
務
な
し

仏
三
井
住
友
信
託
銀
行
リ
テ
ー
ル
受
託
業

務
部
公
益
信
託
グ
ル
ー
プ
（
公
益
信
託
高

橋
保
蔵
八
潮
市
交
通
遺
児
奨
学
基
金
受
託

者
☎
03･

５
２
３
２･

８
９
１
０
）
へ

物
教
育
総
務
課
☎
焚
３
６
１

日
曜
日
に
住
民
異
動
届
を
受
付

　

３
月
・
４
月
の
日
曜
日
に
、
市
民
課
お

よ
び
駅
前
出
張
所
で
、
住
民
異
動
届
な
ど

を
受
け
付
け
し
ま
す
。

腹
３
月
20
日
〜
４
月
３
日（
毎
週
日
曜
日
）

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分
（
正
午

〜
午
後
１
時
を
除
く
）
※
駅
前
出
張
所
も

午
後
５
時
15
分
に
閉
庁

淵
各
種
証
明
書
の
交
付
、住
民
異
動
届（
転

入
・
転
出
な
ど
）、
印
鑑
登
録
、
戸
籍
の

届
け
出

※
届
け
出
内
容
に
よ
り
、
他
市
へ
の
照
会

や
市
民
課
以
外
の
手
続
き
が
必
要
と
な
る

場
合
に
は
、
後
日
来
庁
し
て
い
た
だ
く
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
駅
前
出
張
所
で
は
、
税
に
関
す

る
証
明
、
収
納
業
務
な
ど
の
市
民
課
以
外

の
業
務
は
受
け
付
け
で
き
ま
せ
ん
。

物
市
民
課
☎
焚
２
１
０

八
潮
市
自
転
車
の
安
全
な
利
用

の
促
進
に
関
す
る
条
例
を
施
行

　

八
潮
市
は
、
人
口
１
万
人
あ
た
り
の
自

転
車
に
よ
る
交
通
事
故
死
傷
者
数
が
県
内

の
市
町
村
の
中
で
、
平
成
24
年
か
ら
３
年

連
続
ワ
ー
ス
ト
１
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
自
転
車

が
関
係
す
る
交
通
事
故
の
防
止
、
そ
の
他

の
安
全
対
策
を
総
合
的
に
推
進
す
る
た
め
、

平
成
27
年
12
月
に
「
八
潮
市
自
転
車
の
安

全
な
利
用
の
促
進
に
関
す
る
条
例
」
を
制

定
し
、
平
成
28
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
し

ま
す
。

　

市
、
市
民
、
自
転
車
利
用
者
、
事
業
者

お
よ
び
関
係
団
体
の
責
務
並
び
に
保
護
者

等
、
自
動
車
運
転
者
お
よ
び
自
転
車
小
売

業
者
の
役
割
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に

交
通
安
全
教
室
の
実
施
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の

着
用
、
損
害
賠
償
保
険
の
加
入
な
ど
を
促

進
し
ま
す
。

物
交
通
防
災
課
（
交
通
防
犯
課
）
☎
焚
３

０
８

　市では、小・中学校、保育所などの給
食食材や市内で生産された農産物の放射
能濃度測定を行っています。

　測定結果の詳細については、市ホーム
ページをご覧になるか、各担当課へお問
い合わせください。
物学校給食：学務課☎焚３６６
保育所、認定こども園および八潮学園、
八潮保育園：子育て支援課☎焚４８０
私立幼稚園給食：教育総務課☎焚３６１
市内農産物：農政課☎焚２９９
測定方法などについて：環境リサイクル
課☎焚３５２

放射能濃度測定結果を
お知らせします

1月4日～2月26日　結果判明分

➡結果　異常ありません

物社会教育課☎焚３６５ 物環境リサイクル課☎焚235

　地震と津波、それに伴う原発事故の影響により未曽有の大災
害となった東日本大震災から節目となる5年が経過します。そ
の間、政府、企業、NPO、ボランティアからの支援と努力に
より、インフラや経済の復旧がなされてきましたが、平成28年
1月現在、全国で約17万8,000人、県内では約5,100人もの方が住
み慣れた故郷を離れ、避難を余儀なくされています。震災など
による被害は、今もなお現実のものとして存在しているのです。
　そして、この5年の間にも我が国は、昨年9月の関東・東北豪
雨など多くの災害に見舞われました。災害においては、発生直
後には生命そのものが大きな危険にさらされ、続いて、避難所
での要配慮者や女性への配慮などが課題となります。また、東
日本大震災においては原発事故での風評被害、被災者に対する
ホテルでの宿泊拒否やいじめなどのように、デマや情報不足を
大きな原因とした重大な人権侵害が発生しました。
　災害と人権には密接な関係があり、災害時に人権を守るため
には、普段から一人ひとりが人と人とのつながりの重要性を認
識し、正しい知識と思いやりの心を持つことが大切です。
　節目となる今こそ、東日本大震災の復旧・復興は道半ばにあ
ることを認識し、これまでの5年間を振り返ることを通じて、
災害と人権について再認識する時ではないでしょうか。

災害と人権 ～震災から
　5年を迎えて～

人 権 そ れ は 愛

飼い主は年 1回『狂犬病予防注射』を受けさせましょう

狂犬病予防集合注射のお知らせ

　次のとおり「狂犬病予防注射」を実施します（雨天決行）。
　また、集合注射に来られない方は、動物病院で必ず予防注射を受けさせてください。
沸登録済みの犬…3,300円（注射料金2,750円、注射済票交付手数料550円）
新規登録の犬…6,300円（登録料として上記料金に別途3,000円）
※つり銭のないようにお願いします｡
※登録している犬が死亡した場合は、環境リサイクル課へお届けください。

【狂犬病ってどんな病気？】　人を含めたほ乳類に感染し発症したら治療法はありませ
ん。死亡率は、ほぼ100パーセントという恐ろしい病気です。
【狂犬病ってまだあるの？】　日本ではなじみのない病気ですが、世界のあらゆる地域
で発生し、毎年約5万人が亡くなっています。
【室内犬も受けなくちゃいけないの？】　室内犬も対象です。日本では、すべての犬が
年1回「狂犬病予防注射」を受けることが義務づけられています。
【どこで接種できるの？】　狂犬病予防集合注射の会場または動物
病院で接種できます。
【犬の登録はどこでできるの？】　狂犬病予防集合注射の会場また
は環境リサイクル課で登録できます。

時間
実施日 午前9時30分～11時30分 午後1時～3時

4月19日㈫ ◎高木公民館西側 リサイクルプラザ南側駐車場
4月20日㈬ 老人福祉センター寿楽荘駐車場 ◎垳　常然寺
4月21日㈭ ◎上大瀬公民館 ◎下大瀬公民館
4月22日㈮ ◎松之木公民館 ◎木曽根　氷川神社（上木曽根会館）
4月25日㈪ ◎浮塚　氷川神社 ◎大曽根中公民館
4月26日㈫ ◎中馬場公民館 資料館駐車場
4月27日㈬ 文化スポーツセンター駐車場 ゆまにて（勤労青少年ホーム）駐車場
4月28日㈭ 市役所庁舎西側駐車場

◎の注射会場には十分な駐車スペースがありません。車での来場はご遠慮ください。
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